Relationship between the subjective effort and the objective performance on the hitting movement - from the point of view of gender difference - by 金子 元彦 et al.
打動作における主観的努力度と客観的達成度の対応
関係－男女差の観点から－
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Fig.５Changeofrelativeshuttlespeedatvarioussubjectiveefforts.（male:ｎ＝７，female:ｎ＝７）
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漸減過程ではd90で28.6％の発現が認められたも
のの，他の努力度では発現がなかった。男子選手
を個人レベルで見ると，最大下努力度での最高パ
フォーマンス発現の可能性があることは示唆され
たが，100％試技を上回るシャトル速度を記録し
たケースは努力度90％試技に集中していた。この
ことは男子選手内の個人差を考慮しても，努力度
90％以上の高い努力度での運動遂行時にのみ，最
高パフォーマンス発現の可能性があるものと解釈
できる。同時に，より高いパフォーマンス発揮の
ための一助として，心理的余裕を獲得しようと努
力度を下げすぎてしまっては，シャトル速度の最
高パフォーマンスを発揮できる可能性がなくなっ
てしまうことも示唆されたと捉えられる。
一方，女子選手では漸増過程において100％試
技を上回るシャトル速度が記録された害']合は，a
60で28.6％，a70で143％，a80で85.7％，a90で
71.4％であった。漸減過程では，d90で42.9％，
d80で57.1％の発現が認められたが，それ以下の
努力度においては発現しなかった。女子選手の場
合，100％試技を上回るシャトル速度が記録され
たケースが男子選手の約３倍の割合で確認され
た。このことはスプリント走での伊藤ら4)の報告
と同様に，打動作においても女子選手の方が，最
大下努力度での運動遂行の際に最高パフォーマン
スが発揮される可能'性が高いことを示すものと言
える。また，女子選手では100％試技を上回る
シャトル速度が記録されたケースは努力度80％以
上（今回の実験プロトコールでは努力度80％およ
び90％）の試技に偏っていた。これは女子選手の
個人レベルにおいては，努力度80％以上100％未
満のおよそ20％の幅での運動遂行時に，最高パ
フォーマンス発現の可能性があることを示唆する
ものである。
る二つの様相が示された点において，男女間で共
通していた。一方で，努力度80％～90％の領域は
比較的明瞭に特徴が現れた二つの様相に属さない
ことが読みとれた。つまり，この努力度80％～
90％の領域が打動作における運動の空時特性等の
質的変容が生じている境界領域に相当するものと
考えられ，先行研究6)で報告をした努力度80％付
近が運動の質的変容が生じる境界領域ではないか
との解釈よりも，もう少し高い努力度領域に境界
領域があったと考えるのが妥当であろうと考えら
れる。
2．最大下努力度での運動遂行の有効性に関する
検討
前項では対応関係についての全体的傾向を明ら
かにしたが，主観的努力度と客観的達成度の対応
関係は個人差も大きく，実際には最大下努力度で
の運動遂行により最高パフォーマンスを記録する
ケースもあることが報告されている5)6)10)11)。こ
こでは特に，最大下努力度に注目して個人レベル
での対応関係を検討し，より有効な努力度の利用
方法について検討した。なお，本項ではシャトル
速度について検討した。
イノノ最高パフォーマンス発現の、；１９性
客観的達成度の－要素であるシャトル速度に着
目して，最大下努力度において全力（最大努力）
時を上回るパフォーマンス発揮の可能'性につい
て，男女別に検討をした。Tablelは各努力度に
おいて100％試技を上回るシャトル速度が記録さ
れた割合を男女別に示している。
男子選手では漸増過程の最大下努力度におい
て，100％試技を上回るシャトル速度が記録され
た害Ｉ合は，a60で143％，a90で42.9％であった
が，ａ７０ａ８０では認められなかった。同様に，
TablelAppearanceofpeakperformanceinshuttlespeedatvarioussubjectiveefforts．
（male：ｎ＝７，female：ｎ＝７）
subjectiveeffort（96）ａ6０ａ7０ａ8０ａ9０１００ｄ9０ｄ8０ｄ7０ｄ6０
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Table2Coefficienceofvariationshuttlespeedatvarioussubjectiveefforts．
（male:ｎ＝７，female:ｎ＝７）
subjectiveeffort（%）ａ6０ａ7０ａ8０ａ9０１００ｄ9０ｄ8０ｄ7０ｄ6０
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（12ノ至適努力度に関する挨討
男女ともに前項で記した努力度領域内における
最大下努力度を意識した運動遂行によって，最高
パフォーマンス発揮につながることが個人レベル
での事例として明らかとなった。ここでは更に，
最高パフォーマンスが発現する可能性を有してい
る努力度の幅の中でも，特に最高パフォーマンス
の発現に結びつく可能性が高く，実践での未|｣用価
値が高いと考えられる努力度を男女別に明らかに
しようと試みた。なお，Table2は各努力度に対
応するシャトル速度の変動係数を示したものであ
る。変動係数はその値が小さいほど，出力精度
(再現性）が高いことを示している。
男子選手の場合には個人差を考慮すれば，努力
度90％以上100％未満の約10％の努力度の幅にお
いて最高パフォーマンス発現の可能`性が示唆され
た。だが，Fig.3にも示されているように全体的
傾向から見れば，努力度100％（全力）でシャト
ル速度の相対値は最高を記録している上，出力精
度についても高い努力度領域においては努力度
100％が最も高精度であった。一方で，男女を問
わず運動者にとって努力度10o％試技（全力試
技）では，非常に大きな力みやコントロールのし
づらさを感じており，全力試技の心理的負担が大
きいことが明らかである（Fig.6)。以上の諸点か
ら，バドミントンのスマッシュのパフォーマンス
を男子選手について考えると，限りなく全力に近
く，かつ心理的負担をほんのわずかに軽減できる
努力度を，運動遂行の際の主観として持つことに
より，非常に高いパフォーマンスの発揮が見込ま
れるであろう。関連して，村木9)は「主観的強度
の『全力（最大努力）マイナス数％』の余裕がリ
ラックスと最適な筋肉間調整を生み出し，真の最
大疾走スピードを達成しうる可能性があること」
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(3)各努力度に対応するシャトル速度を個人レ
ベルで吟味したところ，最大下努力度で最高
パフォーマンスを記録した努力度領域は男女
で異なった。男子選手では努力度90％以上，
女子選手では努力度80％以上でシャトル速度
の最高を記録するケースが多く認められた。
(4)高いパフォーマンス発揮の可能性を考える
と，男子選手の場合，限りなく全力に近いが
若干の心理的余裕を獲得できる主観的努力度
「全力マイナス数％」での運動遂行が薦めら
れる。一方，女子選手では，努力度80％をや
や越えるあたりの努力度の利用が有効であろ
う。
を示唆している。本研究の対象となった男子バド
ミントン選手についても「全力マイナス数％」の
努力度での運動遂行によって，最高パフォーマン
ス発揮の可能性があると考えられ，運動遂行の際
の至適努力度として，その利用が薦められる。
女子選手について個人差を考慮するとシャトル
速度の面から，努力度80％以上100％未満の約
20％の努力度の幅において最高パフォーマンス発
現の可能性が示唆された。Ｆｉｇ４にも示されてい
るように努力度80％以上の領域ではa80とa90で
努力度100％試技のシャトル速度を上回ってい
た。出力精度については男子選手に比べ，努力度
70％～80％での精度の高さが特徴的であった。ま
た，男子選手についても触れたとおり，全力試技
における心理的負担は大きなものであった（Fig.
6)。以上からバドミントンのスマッシュのパ
フォーマンスを考えると，女子選手の場合，多く
の選手にとって努力度80％をやや越えるあたりの
主観によって運動遂行することで，比較的高いパ
フォーマンス発揮が見込まれることから，女子バ
ドミントン選手ｶﾐ実践場面においての至適努力度
として利用する価値は高いと考えられる。
Ⅵ．おわりに（研究の限界）
本研究では打動作における主観的努力度と客観
的達成度の対応関係について，運動者特'性（男女
差）に着目をして検討した。本論の中でも触れた
が，主観的努力度と客観的達成度の対応関係では
非常に個人差が大きいと考えられている。本研究
は単に男女の比較を試みただけにとどまってお
り，得られた結果が本当に男女差に依拠するもの
であるのか十分な根拠を得ることが出来ず，事例
的な報告であると言わざるを得ない。今後，男女
差以外の個人特I性の影響を様々に吟味すること
で，対応関係に影響を与えるであろう要因の抽出
を図ることが課題である。
Ｖ、まとめ及び実践面への示唆
本研究では，高校生男女バドミントン選手を被
験者として，バドミントンのスマッシュに着目
し，その主観的努力度と客観的達成度の対応関係
を運動者特性（男女差）の観点から吟味した結
果，以下のまとめ及び実践面への示唆を得た。
（１）努力度に対応するシャトル速度および正確
性の関係は，努力度80％～90％を境界として
２つの異なる様相が認められた点で男女問で
共通していた。しかし，その様相の現れ方は
男女で異なるものであった。
（２）各努力度とシャトル速度の対応関係を男女
で比較すると，女子選手の方が当該努力度に
対応するシャトル速度が過剰であることが明
らかとなった。このことは，女子選手の方が
最大下努力度を利用しての運動遂行によっ
て，最高パフォーマンスを発揮する可能性が
高いことを意味しているとも考えられる。
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